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較検討

竹谷11fい）、杉山 隆、中山愉紀f、lI I'-" 秀人、 ~!UI!li康

[ LI (1り］今11,,、 11本）危科糾人科学公 ([l)i信婦）およびWHOの

GDMの診断）I~ 準における）古j所期合併折卜．の発生半の相辿を比較

検,j、Jした0 【)ht】対象は 13 施設で h—-「:kAミq,に 75gOGTrを加

行された 416例で、 WHOの判抄）謁術の）I~ 準を満たすものを AHf、
[!,, 信船の GDMを満たすかWHOの1塘尿柄の）よ机を祉見たさない

ものを B群、 WHOのGDMを満たすが fI , 栢婦の GDMの）よ刈t
を満たさないものを Ctff、その他を［）［作とした＼）［紹呆1A 1罪
は他の 3 詳に比し祈'!~児低IfIL糖が、 C、D7ffに対しい栢、 ;r'i1;F. 
叫 f.J、heavy-for-dates児、祈生児呼吸w衣古、低アプガースコア

の頻度が在虚に翡かった。 B1f:Y: はC、D群に比し、祈'I・：児II乎吸

開店、低アプガースコアが、 D群に比しい所、帝l澳間の頻度

が行、訟に高かった。妊娠中批症、先）＜岱形、 I―i人児の頻度では

各詳間にイi遥冴'.::は認、められなかった。【結晶] [ I廂婦の GDM
の診断基準は周産期合併症を考應に人れると妥,IJであると老え

られる（）
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